
　　　第69巻第1号　　史学・地理学・考古学

　論　　説

近世の大名諸家における主君「押込」の慣行………笠谷和比古

孝経の制作とその背景………・…・……・………………渡辺信一郎

近代エジプトにおけるサラフィーや運動と

　スーフィズム………………………………・…・…‘…古林清一

　研究ノート

元亀の起請文について・……………・……・…………・・…・……藤　田　恒　春

（1）

（53）

（86）

（111）

九
八
五
年
＝
一
月
二
五
日
　
印
刷

九
八
六
年
一
月
一
日
　
発
行

史　学研　究会
　　京都大学文学部内



介紹

す
る
も
の
と
し
て
、
ト
ム
の
形
態
発
生
の
ト
ポ
ロ

ジ
ー
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
う
ま
く
説
明
で
き
る
。

　
こ
こ
で
提
起
し
た
い
の
は
、
上
述
し
た
中
世
以

降
の
日
本
的
景
観
を
支
配
す
る
「
も
う
一
つ
の
規

則
性
」
こ
そ
、
日
本
人
の
行
動
が
え
が
き
だ
す
位

相
塁
間
の
し
く
み
に
鋭
く
対
応
す
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
お
い
て
、
深
層
に
ひ
そ
む
位
絹
空
間
の
し
く
み

を
あ
え
て
た
ち
切
り
、
地
上
に
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド

の
世
界
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
人
工
的
な
造
形
へ

の
憧
憬
と
較
べ
て
、
日
本
に
お
け
る
歴
史
景
観

の
奥
行
き
の
あ
る
ユ
ニ
ー
ク
ネ
ス
を
強
調
し
た
い

（
日
げ
。
O
＆
Φ
ω
o
眺
冒
零
器
ω
Φ
い
p
巳
。
。
。
超
⑦
ω
こ

0
8
α
q
5
切
Φ
〈
冨
≦
o
隔
墨
型
p
累
。
・
H
）
。

　
そ
こ
に
は
、
日
本
固
有
の
も
の
と
中
国
的
な
も

の
、
仏
教
的
な
も
の
が
み
ご
と
に
と
け
あ
っ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。
測
燈
や
建
築
技
術
な
ど
が
示
す

よ
う
に
、
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
的
技
法
も
発
達
し
な
か

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

日
本
に
お
け
る
中
世
以
降
の
景
観
に
は
、
位
相
空

間
の
数
理
が
色
濃
く
刻
ま
れ
て
き
た
と
こ
ろ
に
、

独
自
の
特
徴
が
よ
み
と
れ
る
。
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
中
国
な
ど
の
地
域
構
造

に
つ
い
て
、
諸
言
語
の
構
造
と
の
対
応
を
も
考
慮

し
て
、
今
後
微
細
に
追
究
し
た
い
。
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史
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史
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一
橋
研
究
（
一
橋
大
学
一
橋
研
究
編
集
委
員
会
）

　
一
〇
巻
三
号

専
修
史
学
（
専
修
大
学
歴
史
学
会
）
　
一
七
号

教
育
学
部
論
集
（
福
島
大
学
教
育
学
部
）
　
三
八

　
号

龍
谷
大
学
論
集
（
龍
谷
学
会
）
　
四
二
七
号

同
胞
大
学
論
叢
　
五
二
号

経
済
学
研
究
（
九
州
大
学
経
済
学
会
）
　
五
〇
巻

　
六
号

経
済
学
研
究
（
九
州
大
学
経
済
学
会
）
　
五
一
巻

　
一
・
二
号

歴
史
学
と
歴
史
教
育
（
歴
史
学
と
歴
史
教
育
の

　
会
）
　
三
〇
号

ゲ
オ
ル
ク
　
G
。
イ
ッ
ガ
ー
ス
著
・
甲
村
幹
雄
、

　
末
川
清
、
鈴
木
利
章
、
谷
口
健
治
訳
　
ヨ
ー
ロ

　
ッ
パ
歴
史
学
の
新
潮
流
　
　
（
望
洋
書
房
）

古
代
文
化
（
古
代
学
協
会
）
　
三
七
巻
一
二
号

『
史
林
』
投
稿
規
定
改
定
の

お
知
ら
せ

　
去
る
十
一
月
二
日
目
土
）
に
開
催
さ
れ
た

史
学
研
究
会
理
事
・
評
議
員
会
に
お
い
て
本

誌
の
投
稿
規
定
の
一
部
変
更
が
提
案
さ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
碧
し
い
投
稿
規
定
は
次

の
通
り
で
す
。

◇
資
格
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ

　
○
論
説
　
四
〇
〇
字
詰
八
○
枚
以
内

　
○
研
究
ノ
ー
ト
　
四
〇
〇
字
詰
五
〇
枚
以

　
　
内

　
○
研
究
動
向
　
四
〇
〇
字
詰
五
〇
枚
以
内

　
○
書
評
　
四
〇
〇
字
詰
二
〇
枚
以
内

　
○
紹
介
　
四
〇
〇
字
詰
三
枚
程
度

◇
論
説
に
は
四
〇
〇
字
以
内
の
「
要
約
」
と

　
「
欧
文
要
約
」
を
添
付
の
こ
と

◇
研
究
ノ
ー
ト
・
研
究
動
向
・
書
評
に
は

　
「
欧
文
タ
イ
ト
ル
」
の
み
添
付
の
こ
と

◇
註
は
各
章
末
に
入
れ
る
こ
と

編
集
後
記

　
入
学
試
験
、
卒
業
式
の
亀
節
と
な
り
ま
し
た
が
、

会
員
の
皆
様
は
如
何
が
お
過
し
で
し
ょ
う
か
。
少

し
遅
れ
ま
し
た
が
本
年
度
の
第
一
号
を
お
届
け
し

ま
す
。

　
正
直
言
い
ま
し
て
、
本
号
は
難
産
で
し
た
。
九

月
末
に
開
い
た
編
集
委
員
会
で
は
、
「
夏
精
れ
」

の
状
態
で
、
そ
の
ま
ま
「
稔
り
の
秋
」
な
ら
ぬ

「
秋
枯
れ
」
に
あ
や
う
く
な
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

幸
い
に
し
て
本
号
も
国
史
・
東
洋
史
・
西
南
ア
ジ

ア
史
の
論
説
三
編
と
研
究
ノ
ー
ト
一
編
と
、
充
実

し
た
内
容
と
な
り
、
本
暑
担
当
の
新
米
編
集
委
員

は
今
少
し
ほ
っ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
最
後

に
、
会
員
の
皆
様
、
ど
し
ど
し
御
投
稿
下
さ
い
。
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